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 会議講座 （地域でやりたいことを実現するための「会議講座」） １.
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（１）事業概要 

① 目的 

地域に暮らす「多様な人たちの意見」や「持っている力」を引き出す会議のコツを学び、「地域で

やりたいことを実現する」市民力アップを目指す。 

② 日時 

 第 1 回 コミュニケーション編 第 2 回 ノウハウ編 

第 1 期 平成 25 年 9 月 3 日（火）  午後 1 時～4 時 9 月 10 日（火）  午後 1 時～4 時 

第 2 期 9 月 22 日（日） 午後 1 時～4 時 9 月 29 日（日）  午後 1 時～4 時 

第 3 期 10 月 13 日（日） 午後 1 時～4 時 10 月 20 日（日） 午後 1 時～4 時 

③ 場所 

小平市中央公民館 講座室 1（小平市小川町 2-1325） 

④ 参加費 

3,000 円（2 回分、1 回 1,500 円） 

⑤ 参加人数 

延べ 68 名 

第 1 期 第 1 回：16 名、第 2 回：13 名 

第 2 期 第 1 回：11 名、第 2 回：11 名 

第 3 期 第 1 回：10 名、第 2 回：7 名 

⑥ 内容 

○ 第 1 回：コミュニケーション編 （講師：福島毅） 

「地域における会議のそもそもを探ろう！～お互い納得、しっかり合意の会議術～」 

「地域でやりたいことを実現する」ためには、合意形成をいかにつくっていくか、コミュニケ

ーションのあり方は、どういうものなのか、という「そもそも」の部分を理解することが大切

である。第 1 回は、この「そもそも」の部分にスポットをあて、新しいコミュニケーションの

手法である NVC（Nonviolent Communication = 非暴力コミュニケーション）の要素なども取

り入れ、よい会議のためのコミュニケーションを探索した。 

○ 第 2 回：ノウハウ編 （講師：百田浩） 

「ここを押さえよう！～会議を 3 倍ウマクするコツ～」 

第 1 回で学んだ「そもそも」をもとに、具体的な会議ノウハウについて、「ここは押さえておこ

う 」というポイントを学んだ。また、地域の会議の場で「よくある」シーンを題材に、「こん

なときどうする？」というワークも取り入れながら、明日から使えるノウハウを伝授した。 

⑦ 講師 

・福島 毅（第 1 回） 

ワークショップデザイナー、Link and Create 代表 

・百田 浩（第 2 回） 

株式会社グッドデイズ代表取締役、小平市自治基本条例市民の集い共同代表、NPO 法人

Mystyle@こだいら監事 
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（２）受講生アンケート 

○ 「会議講座」満足度：全体平均 93.1 点 

 第 1 回 コミュニケーション編 

講師：福島毅 

第 2 回 ノウハウ編 

講師：百田浩 

第 1 期 平均 90.0 点 平均 95.4 点 

第 2 期 平均 89.5 点 平均 94.7 点 

第 3 期 平均 91.7 点 平均 97.5 点 

 

○ 第 1 期 第 1 回（コミュニケーション編）：平均 90.0 点 

【感想】 

・「共感」について考えることができた。「同情」との違いに納得した。 

・ロールプレイでは、非日常の自分と出会うことができ、おもしろかった。共感の大切さがわ

かった。 

・サークル型の講座に驚いた。3 時間があっという間だった。会議だけでなく、家族との接し

方にも生かせると思った。 

・内容が濃く、腑に落ちることが多数あった。 

・初対面の方ともとても自然に会話ができた。 
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・こういった講座参加は初めてだが、さまざまなコミュニケーションから講座が進行し、面白

かった。 

・短時間ながら「聴く」ことの大切さに共感。資料を読み込み、理解を深めたい。 

・NVC について聞いたことがあったが、やっと知ることができて嬉しかった。 

 

【改善点（100 点にするには）】 

・関係者が多く、少し気おくれしたが、終了後、あまり気にしなくてよかったかもしれないと

思った。参加者のしていること、したいことを知り合う機会があれば嬉しい。 

・資料の文字数が多く眠くなる。キーワードがわかりやすく出してほしい。 

・受講生から積極的な発言があるとよい。 

・ワークショップに参加する機会少なかったが、おもしろいのでもっと深く知りたい。 

・共感と会議のつながりについてさらに、説明して欲しかった。 

・最後のワークショップが難しく、表の使い方などがうまくできなかった。 

・後半の説明時間を増やして欲しい。逆に前半(だめな会議あるある)などは短縮可能では？ 

・ロールプレイが難しかった。自分でやる時にも、どう本気になってもらうか、設定が難しい。 

 

○ 第 1 期 第 2 回（ノウハウ編）：平均 95.4 点 

【感想】 

・非常に役立つノウハウが満載でためになった。これを実際に活かしていきたい。未来会議以

降の野望もご一緒できると嬉しい。 

・本音を言うことの大切さを学んだ。「大阪のおばちゃん」のようにユーモアをもってズバッと

言いたい。 

・とても勉強になった。ファシリテーションを技術として習得したい。 

・次の会議が楽しみになった。 

・会議の進め方を会議開始前に確認するということは意外と抜けがち。これをやった方が良い

と思った。 

・これまでの会議のありかたを振り返るとてもよい機会になった。 

・前回のふりかえり、具体的な講座、実際に困っていることへの解決案という流れがよかった。 

 

【改善点（100 点にするには）】 

・「こんなときどうする」をもっとやって欲しい。ケーススタディとしてとても有益だった。 

・今回得た知識を実践に活かしたい。 

・ポストイットを使って、発言の少ない人の意見・質問を出す場が欲しかった。 

・1 回目の後に、次回「こんなときどうする」を話し合うと予告しておけば、もっと発言が出

たかもしれない。 

 

○ 第 2 期 第 1 回（コミュニケーション編）：平均 89.5 点 

【感想】 
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・参加者の皆さんが、とても意欲的なので、とても刺激になりました。 

・何となく「会議」について感じていた不満を形にして、それを「良くするには」「こうすれば」

と教えていただいて、すごく「そうだな！」と納得しました。しかしそれを実践していくに

は場数が必要なようです。知ると知らないでは大違い！ ありがとうございました。 

・NVC という新しいコミュニケーションスキルに出会え、相手と自分のニーズに気づく方法を

知ることができてよかった。初めてのファシリテーター役は、自分の知りたいことばかりに

話題がいってしまったので反省。次回も楽しみです。 

・とても楽しい講座でした。グループで話し合うことが多く、話しやすい雰囲気がとてもよか

ったと思います。3 時間があっという間でした。 

・会議のやり方の中で NVC の視点が必要だったんだ！ と気づかされました。あきらめない

で参加してよかった。頑張ってみようという気持ちに少しなっています。 

・会議のすすめ方の講座が初めてだったので、とても参考になりました。人の意見ややり方だ

けでなく、振り返りも実践したいと思いました。 

・今日の講座に参加させていただいたことを、普段の実践に活かしていけたらと思います。 

・会議はどんな人でも避けて通れない道なので、そのためのノウハウが学べてよかったです。 

 

【改善点（100 点にするには）】 

・少し時間をおいて、フォローアップが欲しいかもしれません。実際にやってみて、よかった、

困ったなど、具体的に答えていただきたい。 

・もう少し人数が多いと、もっと違った意見が聞けたと思う 

・会議の中での NVC ということなので、少しステレオタイプな感じでも「会議の中の困った

人」を類型化して、こういう人にはこんな対処をしたほうがいいというようなものを示せた

ら、事例としてわかりやすいかと思いました。 

・NVC をあの時間で理解するのは難しかったです。またファシリテーションをやったことがな

いので、進め方の基本など、事前にあるとうれしかったです。 

・より NVC の理解が深まる内容であればと思います。 

・NVC 的な聴き方と伝え方のワークでは、グループでひとつのセリフに絞るのが難しかったの

で、役割でやりとりして体験する方が、いろいろ学べると思います。 

 

○ 第 2 期 第 2 回（ノウハウ編）：平均 94.7 点 

【感想】 

・満足感いっぱいです。こんな会議が学校、職場、サークルなどで出来ると市民力が UP しま

すね。目先の問題でなく、問題の本質を探ることで、新しい解決策が出ることもあるのです

ね。体験したことで発見がたくさんありました。 

・気づいたことを実践できるようにがんばります。もう少し自信を持ってファシリテートしな

いといけないと反省。気づきが具体的にあり、それを実現できる場があるのだから実践しな

いといけません。 

・今後の会議やミーティングに活かしていきたいと思います。 
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・実践で使えそうなことをいっぱい学ぶことができました。また、グループでのワークもあり

楽しかったです。もっと他の人にも知ってもらいたい内容でした。またマイスタイルの講座

に参加したいと思います。 

・集まるメンバーによっても質が変わっていきそうですね。大変参考になりました。 

・改めて会議について学ぶ機会があって本当によかったです。 

・会議の下準備をしてからのぞむことがわかりました。 

・楽しかったです。会議をやるのが楽しみです。 

・きめ細かく色々のケースについて言及し、質問もそれを利用して深堀りされて良かった。 

 

【改善点（100 点にするには）】 

・意見が合わない場合の対処法がもう少しあると良いかなと思います。 

・ワークの中で習ったことをもっと意識できるようになっていると良いかと思います。 

・「会議の中の困った人」への対応を 3 ケースぐらい解説するようなコーナーがあってもよい

かと思います。参考図書リストがあるといいと思います。 

・2 回では消化しきれない、ぎっしりの内容だったので、別の回でワークをやっていただける

と、落とし込めるかもしれません。 

・最後の質問の前にひと呼吸欲しかった。質問の時間をもう少し取って欲しかった。 

・時間をもう少し延長して、きめ細かく説明してほしかった。 

 

○ 第 3 期 第 1 回（コミュニケーション編）：平均 91.7 点 

【感想】 

・市民団体・NPO それぞれ抱えている悩みがある。その悩みを違う団体と分かち合うことで共

感力が養われるかもしれない。3 つのルールを守れば、何か良い解決策も違う視点で出てく

るかもしれないと思った。 

・会議のための技術は大切だと思いました。地域活動は「思い」があれば何とかなると思いま

すが、スキルとお金はやはり大切です。 

・人数もほどよく、とても和やかな雰囲気で参加できました。次回も楽しみです。 

・他団体の方と話す中で解決の道が見えることは充分わかるが、それを自分の団体に持ち帰っ

てやるときに、ひとりではできない。複数が思いを同じにしないといけないかも。 

・よい会議にするためのお話は、大変ありがたかったです。工夫をし、よい会議に近づける努

力はしていたものの、根本的なところを押さえきれてなく、不満につながっていました。そ

の不満解決につながる具体的なお話でした。 

・NVC について、ゆっくり時間をとって学べたので、第 1 期の時より理解が深まった。学ん

だことが即、その場で活かせるロールプレーでした。 

・「会議講座」と「NVC」がつながる質問があったとき、紛争地域の解決には、対立する両者

に共通するニーズ（第三極？ 対立しない地点）を見出す必要性があるという説明は、納得

できました。 
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【改善点（100 点にするには）】 

・ロールプレーが少し長いと感じた。 

・もう少しいろいろな背景を持つ人が参加しているとよいと思いました。 

・講師の方に模擬会議で議事を進行してもらい、ファシリテーターとしてのテクニックを見た

かった。 

・同性だけの集まりだったので、これに男性が入るとまた違うかもと思いました。 

・1 回目のロールプレーの設定を、家族のやりとりにすると「非 NVC」がより伝わりやすくな

ると思います。 

 

○ 第 2 期 第 2 回（ノウハウ編）：平均 97.5 点 

【感想】 

・新しいアイデアの宝庫でした。 

・学ぶだけでなく、トライしてみたいと思います。 

・ロールプレー、本気で話ができる（取り組める）テーマでよかったです。会議のコツ、意識

しながら、次の会議は取り組んでみたいと思います。 

・学んだことを実際の場面でどう提案していくかが課題として残りましたが、チャレンジして

みたいと思います。 

 

【改善点（100 点にするには）】 

・あと１時間ぐらいあれば、もう少しじっくりできたかもしれない。 
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 こだいら未来会議 ２.
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（１）事業概要 

① 目的 

多様な立場の市民が集まり、新しい視点から自分たちの思い描くまちの未来を語り合うことで、

多様な人たちがいる地域の中でつながりあい、活動を生み出していくことを目的とする。 

② 日時 

平成 25 年 11 月 24 日（日） 午後 1 時～4 時 30 分 

③ 場所 

小平市健康センター 視聴覚室（小平市学園東町 1-19-12） 

④ 参加費 

無料 

⑤ 参加人数 

51 名（スタッフ・ゲスト込参加者：65 名） 

⑥ 内容 

○ 第 1 部 まちの未来をつくる物語の時間（ゲスト：桑原静） 

自らも子育て中の母親であり、100 歳まで働けるものづくり工房「BABA ラボ」代表である、桑

原静氏のゲストトークを行った。 

○ 第 2 部 まちの未来を語り合う時間（ファシリテーター：福島毅） 

小平がもっと暮らしやすくなるためにできることを、ワークショップ形式で、参加者同士で語り

合った。 

⑦ ファシリテーター、ゲスト 

ファシリテーター（全体進行）：福島 毅（ワークショップデザイナー） 

ゲスト（ゲストトーク）：桑原 静（シゴトラボ合同会社 代表） 
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（２）受講生アンケート 

○ 「こだいら未来会議」満足度：全体平均 91.7 点 

【感想】 

・素晴らしい地域活動の数々に触れ、良いアイデアがたくさん浮かんできました！ 

・いろんな方と語り合えて良かった。自分の新しい目標を追加することができた。 

・いろいろな価値観、考え方に触れられて楽しかったです。自分一人では何もできないけれど、

何人も集まれば、何でもできるような気がしてきました。 

・たくさんの人が参加していて、すごいなと思いました。ぜひ継続してください。 

・若い方からシニアの方まで、男性も女性もいろいろな方が、それぞれ意識を持って参加され

ていて、すごく楽しかったです。 

・いろいろな世代の人と話ができてよかったです。聞くことで新しい発見！ が大きいですね。

やるべきこともたくさん見つけました。フォーチュンクッキーのゆるい感じがよかったです。 

・何かすごく「とらわれていた自分」を感じました。こういうプライスレスな部分に不合理な

ものを打破する要素があるのでしょう。 

・初めての参加でしたが、いろいろな人と話せて良かったです。何か始めるきっかけにしたい

と思います。 

・すごく良い発想のヒントを得ることができました。時間も充分で、大満足でした。 

 

【改善点（100 点にするには）】 

・ほぼ 100 点。時間もたっぷり、内容が濃く、とても参考になり、メモが充分に取れて良かっ

た。 

・今回は仕事上で興味のあった課題に視点を置きました。次回は自分に視点を向けていきたい

と思いました。 

・ワールドカフェが良くわからなかった。 

・ワールドカフェでテーマがだいぶ絞られて、その話題の中で話をしなければいけない空気感

になり、特に考えの浮かばないお題だったので、「こんな話題もあったけど、他に？」な空気
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があると助かったかもです。 

・一部二部とも面白いテーマなのに時間が足りない感があったので、2 回に分けて、1 つ 1 つ

にもっと時間が欲しかったです。 

・窓に貼った付箋を見る時間があると良かった 

・のどがかわいてしまいました。 

・部屋が暖かかったら 100 点でした。 

・はじめから机を出してもよかったのでは？ 

・飲み物サービスがなくて良かったけれど、最初に「用意がないので、ご自分でお持ちくださ

い」と案内があるとよかった。 

・午前～夕方の時間が欲しかった。 

・他の人の話し声で、グループ内での声がよく聞こえないときがありました。 

・漠然としたテーマすぎて、話が深まらなかったと、残念に思うところがありました。 

・市民みんな参加できたらいいのに 
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 企画・運営講座 （学んで実践！「企画・運営講座」） ３.
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（１）事業概要 

① 目的 

地域で自分の思いやアイディアを実現するきっかけとしての、イベント開催を考えている方を対

象に、企画、広報、当日の運営など、参考事例を交えながら、講義とワークショップを組み合わ

せて、イベント開催に必要不可欠なノウハウを習得する。 

② 日時 

第 1 回：見える化『企画術』 

平成 25 年 12 月 14 日（土）午後 1 時～4 時 

第 2 回：集客のための『広報術』 

    平成 25 年 12 月 21 日（土）午後 1 時～4 時 

第 3 回：サクサク決めて『楽々運営術』 

平成 26 年 1 月 11 日（土）午後 1 時～4 時 

③ 場所 

小平市中央公民館 学習室 1（小平市小川町 2-1325） 

④ 参加費 

3,000 円（3 回分、1 回 1,000 円） 

⑤ 参加人数 

延べ 55 名 

第 1 回：15 名 

第 2 回：19 名、 

第 3 回：21 名 

 

⑥ 内容 

○ 第 1 回：見える化『企画術』（講師：百田浩） 

・アイディアを形にする見える化企画術 

・仲間づくりのための「１枚企画書」の作り方 

○ 第 2 回：集客のための『広報術』（講師：竹内千寿恵） 

・プレスリリースの作り方、出し方 

・相手に届く媒体選び、表現方法 

・ソーシャルメディアの使い方 

○ 第 3 回：サクサク決めて『楽々運営術』（講師：竹内千寿恵、百田浩）  

・段取りと運営のツボ（スケジュール、当日の段取り、押さえておきたいポイント） 

・チームで決める、納得！会議術（うまく「決める」コツ、次につなげる振返り術（KPT）） 

 

⑦ 講師 

・竹内 千寿恵（第 2 回、第 3 回） 

NPO 法人 Mystyle@こだいら代表理事、広域関東圏 CB 推進協議会幹事、多摩 CB ネットワー

ク世話人、嘉悦大学非常勤講師 
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・百田 浩（第 1 回、第 3 回） 

NPO 法人 MyStyle@こだいら監事、株式会社グッドデイズ代表、小平市自治基本条例市民の

集い共同代表、ファシリテーター、賃貸経営コンサルティングマスター、ファイナンシャルプ

ランナーほか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）受講生アンケート 

○ 「会議講座」満足度：全体平均 93.1 点 

第 1 回 見える化『企画術』（講師：百田浩）：平均 94.9 点 

第 2 回 集客のための『広報術』（講師：竹内千寿恵）：平均 91.9 点 

第 3 回 サクサク決めて『楽々運営術』（講師：竹内千寿恵、百田浩）：平均 92.5 点 

 

○ 第 1 回 見える化『企画術』：平均 94.9 点 

【感想】 

・参加前はノーアイデアだったのですが、講座を受けながら、自分らしい企画が思い描けたの

で、大変よかったです。 

・目的をもって参加したので、大変勉強になりました。次回以降よろしくお願いいます。 

・企画フォームに落とすところで、考えがまとまった。 
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・百田先生の講義は、いつも分かりやすく、頭に入りやすいです。休憩後の体操もリフレッシ

ュできて良かったです。 

・同じ席のふたりから、企画に対して意見をいただき、なるほどと思えた点がよかったです。 

・短い時間の中で、企画を学べたり、自分の考えを整理できたりと、とても有意義でした。 

・全体的にすごく良かったです！企画書ができてしまうとは！マインドマップ、私には使いづ

らいツールだと思いました。でも本当に自分がアイデアを出すためのツールなので「いろん

なやり方があっていい」という話を聞いて、気楽に（有効に）活用できそうです。自分に合

ったマインドマップの使い方を探してみるのも面白いと思いました。 

・整理をすることで、自分の中でもやもやしていることが、さらによく分かりました。ピンポ

イントで思っていたことは、実はすべてつながっていて、そのつながっている部分に自分の

思いがあるのかなとも気づきました。 

・見える化のヒントを、たくさんありがとうございました。 

 

【改善点（100 点にするには）】 

・各時間配分にゆとりがあると良いかなと思いました。 

・講座内容は良かった。部屋が少し寒かったのでマイナス 10 点としました。 

・講座の内容はとてもわかりやすく、ためになるものだったと思います。自分のなかで、まだ

やりたいことが、実際に企画書にすると、ぼやっとしている部分があり、そこが自分の中で

少し残念だった。（でも、それに気づけた分、よかったのでしょうが） 

・ゆっくり質疑できる時間があると、なおよかった。 

・ツールに自分自身が慣れること 

 

○ 第 2 回 集客のための『広報術』：平均 91.9 点 

【感想】 

・プレスリリースという、市民ではあまり考えてなかった視点を色々教わることができました。

先週に続き、自分の企画が磨かれていっている気がします。 

・イベントのことしか考えていなかったです。その先は何を目指しているのか？そこが大切と

いうことに気づかせていただきました。 

・未来新聞→プレスリリースと、作っていくうち、よりイベントの具体的なビジョンを描くこ

とができたと思います。自分で自分のアイデアのポイントが見えてきました。 

・ワークショップが多く、ためになった。 

・自分の現状とやりたいことに距離があることを再認識。もう少し足元から見つめなおして考

えていこうと思いました。 

・マスコミへの取材依頼をしてみることを考えているのですが、タイトルをつけるセンスをみ

がきたいです。 

・ワークあり、大変勉強になります。アイデアがわいてきます。 

 

【改善点（100 点にするには）】 
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・とても充実です！ 

・グループでちょっと話したかった。 

・各テーブルで話し合いの場もあれば良いかと 

・記者さん向けプレスリリースもいいが、実際に自分が呼びかけたい相手に呼びかける「案内

文」の方が、良かったかなと思いました。（Facebook とかホームページを前提として） 

・事例紹介がすこし長かったかもしれません。ワークの時間がもっとほしかったです。1 回目

欠席してしまったので、その分できてなかったのもありますが、すみません。 

・2 日目のチラシの一番上にはプレスリリースが書かれていたのに、パワーポイントの説明で

は最後であったこと。早めに聞きたかった。 

・グループでのワークがなかったのが少し残念。でもいろいろな方の思いが聞けて参考になり

ました。 

 

○ 第 3 回 サクサク決めて『楽々運営術』：平均 92.5 点 

【感想】 

・会議の運営、イベントの企画は、どのような仕事をする上でも必要なことなので、それをポ

イントを絞って説明していただくとともに、グループワークで体験できて良かったです。発

散と収束、キーワードとして、わかりやすくて良かったです。 

・イベントの講座は初めて参加しました。具体的なイベント開催のノウハウはよくわかりまし

た。 

・回を重ねる毎に、自分のやってみたいことが具体化（見える化）されていった。貴重なノウ

ハウを提供いただいて、とても参考になりました。 

・すぐに役立ちそうなノウハウを細かくご指導くださり、とても参考になりました！ここで出

たアイデアを形にすべく、自分のペースで頑張っていきたいと思います。 

・心に種をまくことができました。 

・3 日間の講座はとても勉強になりました。4 月以降のイベント開催に対して不安だったので

すが、おかげ様で知識も増え、自信をもって取り組めそうな気がしています。ありがとうご

ざいました。 

・非常に内容の濃い講座だと思いました。個人的には講座内でのコミュニティづくりにも関心

があり、ワークショップは良いきっかけかと思っています。 

・ブレーンストーミングのやり方、大変参考になりました。 

・脳嵐（ブレーンストーミング）、とても良かったです。イメージが持ちやすくて、実際にたく

さんのアイデアが生まれました。 

 

【改善点】 

・話し合う時間がもう少しあって、参加者とのコミュニケーションを深められるとよかった。 

・もう少しグループワークの時間があったら、参加した方との対話ができて良かったと思いま

した。 

・もっと回数を増やして、個人のやりたいイベントをもっと掘り下げられたら良かったと思い
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ます。 

・すごくためになるポイントがたくさんあって、なるほどという感じでした。講義が多かった

ので、少しボーっとしてしまう時もありました。事例などをもっと詳しく知りたい。 

・タイムキープ。ワークショップの時間がもう少し長いと良いと思いました。 
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 こだいら未来ウィーク ４.

【エントリー募集チラシ】 
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【参加者募集チラシ】 
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（１）事業概要 

① 目的 

「市民力 UP プロジェクト」での学びが座学に終わるのではなく、実現したいイベントを自ら企

画・運営することで、より実践的・効果的な潮流を、地域に生み出すことを目指す。 

② 日時 

平成 26 年 2 月 22 日（土）～2 月 28 日（金） 

※前後数日間は受付可能、実際は 2 月 22 日（土）～3 月 9 日（日）で行った。 

③ 場所 

小平市内 

④ エントリー費用 

3,000 円 

⑤ 参加人数 

エントリー数：12 団体 

参加人数：延べ 177 名 

⑥ 内容 

活動の一歩としてイベントを開催することを考えている人に対し、小平未来ウィーク期間中（2

月 22 日（土）～2 月 28 日（金））での、小平の未来づくりにつながる「地域でやってみたいイベ

ント」の開催を促した。また、MyStyle＠こだいらは、「イベント開催の手引きの提供」「イベン

ト紹介ホームページの作成」「広報サポート」「相談窓口の開設」等の支援を行った。 

 

日時：2 月 22 日（土） 

午前 11 時～午後 3 時 

タイトル：工作パーティー 

「大人も子供もみんなで工作しよう」 

主催：はこギャラリー 場所：はこギャラリー 参加費：100 円 

日時：2 月 22 日（土） 

午後 3 時～5 時 

タイトル：貴女に美容のプロがちょこっとアドバイス 

 

主催：浪漫倶楽部 場所：津田町 3 丁目アパート集会所 参加費：500 円 

日時：2 月 23 日（日） 

午後 1 時～4 時 

タイトル：お友だちを喜ばせよう！ 

お子さんと楽しみながら作るクッキー&フラワーアレンジの贈り物 

主催：花＆華 場所：小平市仲町公民館 参加費：2,000 円 

日時：2 月 23 日（日） 

午前 11 時～午後 3 時 

タイトル：カリマキッチン＠みのり村 

 

主催：カルマーズ 場所：体験農園「みのり村」 参加費：無料 

日時：2 月 24 日（月）~28 日（金） 

   午前 10 時～午後 5 時 

タイトル：写真とさきおりのものがたり 

 

主催：おだまき工房 場所：おだまき工房 参加費：無料 

日時：2 月 26 日（水） 

   午後 2 時～4 時 

タイトル：暮らしのコーヒー講座 

主催：ラララこだいら 場所：自家焙煎珈琲 be-wood 参加費：500 円 
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日時：2 月 28 日（金） 

午後 1 時 30 分～3 時 

タイトル：産後ママ ハッピーにな～れ！ 

～ようこそ こだはぐカフェへ～ 

主催：小平はぐくみプロジェクト 場所：小平中央公民館 参加費：500 円 

日時：2 月 28 日（金） 

午後 1 時 30 分～3 時 

タイトル：女性が輝く秘訣術 

主催：やさしい暮らし提案クラブ 場所：小川西町公民館 参加費：1,000 円 

日時：3 月 3 日（月） 

午後 2 時～4 時 30 分 

タイトル：はなこシェア空間デザイン会議 

主催：はなこリソースネット 場所：東部市民センター入口（集合） 参加費：200 円 

日時：3 月 4 日（火） 

   午前 10 時～12 時 

タイトル： 

春休み中ガミガミお母さんにならないための言葉のかけかた 

主催：ラ・ピース 場所：はこギャラリー 参加費：1,000 円 

日時：3 月 8 日（土） 

午後 1 時～3 時 

タイトル：働き方ワークショップ 

『ここがヘンだよ日本人の働き方～働き方を見直そう～』 

主催： 

スマイルワークスプロジェクト 

場所：ツールボックス 参加費：お茶代実費 

日時：3 月 9 日（日） 

午前 11 時～午後 4 時 

タイトル：茶の間セッション  

～食と音楽が織りなす、みんなが主役のご近所フェス～ 

主催：こだいらコミュニティ 

ミュージック 

場所：学園西町地域センター 参加費：100 円 

 

 

 

 


